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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第３四半期 437,018 7.5 31,051 19.1 31,587 18.1 20,675 32.2 

27年３月期第３四半期 406,687 6.9 26,062 17.1 26,747 21.2 15,642 △5.9 
 
（注）包括利益 28年３月期第３四半期 13,009 百万円 （△57.2％）   27年３月期第３四半期 30,402 百万円 （△18.0％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第３四半期 47.77 － 

27年３月期第３四半期 36.14 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

28年３月期第３四半期 809,378 348,198 39.9 

27年３月期 782,357 341,207 40.5 
 
（参考）自己資本 28年３月期第３四半期 323,073 百万円   27年３月期 317,244 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 － 6.00 － 7.00 13.00 

28年３月期 － 7.00 －     

28年３月期（予想）       7.00 14.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 655,000 17.1 42,500 20.4 41,300 20.5 27,000 30.0 62.39 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 有    

新規  1社  （社名）TNSC (Australia) Pty Ltd、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期３Ｑ 433,092,837 株 27年３月期 433,092,837 株 

②  期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 321,258 株 27年３月期 314,432 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 432,776,293 株 27年３月期３Ｑ 432,829,306 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については３ページ「１．当四半期

決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 第１四半期連結累計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第

39項に掲げられた定め等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」、「少数株主持分」

を「非支配株主持分」としております。

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）における世界経済は、中国での景気減

速が鮮明となってきており、近隣のアジア諸国にも景気の不透明感が広がっています。米国では、ドル高や海外経済

の減速により輸出に伸び悩みがみられますが、雇用回復は底堅く景気は内需中心の拡大が続いております。わが国経

済は、個人消費が伸び悩みましたが、企業の設備投資が若干上向き始めており、景気は緩やかに回復しております。

 

 このような状況の下、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高4,370億18百万円（前年同期比7.5％増

加）、営業利益310億51百万円（同19.1％増加）、経常利益315億87百万円（同18.1％増加）、親会社株主に帰属する

四半期純利益206億75百万円（同32.2％増加）となりました。

 

 セグメント業績は、次のとおりです。

 なお、前連結会計年度の第４四半期より、報告セグメント別の経営成績をより適切に反映させるため、一部の費用

の配賦方法を各セグメントの組織変更後の実態に合った合理的な配賦基準に基づき配賦する方法に変更しておりま

す。前第３四半期連結累計期間の各セグメント業績については、変更後の利益又は損失の測定方法により作成してお

ります。

 また、第２四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を従来の「アジアガス事業」から「アジア・オセアニ

アガス事業」へ変更しております。当該変更はセグメント名称の変更のみであり、セグメント情報に与える影響はあ

りません。

 

①国内ガス事業

 主力製品であるセパレートガス（酸素・窒素・アルゴン）の売上高は、造船・輸送機器関連が堅調に推移したもの

の、主要関連業界である鉄鋼、化学、エレクトロニクス向けの需要減少等により、前年同期を下回りました。

 電子材料ガスは、液晶パネル、半導体関連向けの需要が減少し、売上高は前年同期を下回りました。

 エレクトロニクス向け機器・工事は大型案件の受注により、売上高は大幅に増加しました。

 メディカル分野では、医療用機器が在宅関連を中心に売上げを大きく伸ばしました。 

 ＬＰガスの売上高は、輸入価格の下落により前年同期を大幅に下回りました。 

 以上の結果、国内ガス事業の売上高は、2,407億19百万円（前年同期比4.0％減少）、営業利益は原油価格下落によ

るコスト低減効果もあり、198億78百万円（同9.5％増加）となりました。

 

②米国ガス事業

 世界的な需給悪化を背景にヘリウムの販売が大幅に減少した一方で、セパレートガスは堅調に推移し、電子材料ガ

スは米国内の主要顧客向け出荷や輸出が好調でした。これに加え為替換算による影響やＭ＆Ａ戦略による成果の寄与

もあり、売上高は前年同期を大幅に上回りました。

 以上の結果、米国ガス事業の売上高は、1,161億69百万円（前年同期比21.9％増加）、営業利益は45億16百万円

（同27.1％増加）となりました。

 

③アジア・オセアニアガス事業

 産業ガス関連では、ベトナム、フィリピンの売上高が大幅に伸長しました。また、昨年５月よりタイのエア・プロ

ダクツ・インダストリー社を、７月よりオーストラリアのレネゲード・ガス社をそれぞれ連結子会社化しておりま

す。

 エレクトロニクス関連では、台湾、中国、韓国での需要が依然堅調であり、電子材料ガス及び機器が売上げを大き

く伸ばしました。

 以上の結果、アジア・オセアニアガス事業の売上高は、592億91百万円（前年同期比33.5％増加）、営業利益は30

億67百万円（同32.3％増加）となりました。

 

④その他事業

 サーモス事業は、新商品を中心に好調な売れ行きが持続し、売上高は前年同期を大きく上回りました。

 以上の結果、その他事業の売上高は、208億38百万円（前年同期比28.1％増加）、営業利益は47億４百万円（同

49.9％増加）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は8,093億78百万円で、前連結会計年度末比で270億22百万円の増加となりま

した。為替の影響については、USドルの期末日レートが前連結会計年度末に比べ約１円の円高となるなど、約75億円

少なく表示されております。

〔資産の部〕

（流動資産）

 当第３四半期連結会計期間末の流動資産の残高は2,705億28百万円で、前連結会計年度末比で24億23百万円の増加

となりました。現金及び預金が125億23百万円の減少の一方、受取手形及び売掛金が29億５百万円、仕掛品が78億17

百万円の増加となっております。

（固定資産）

 当第３四半期連結会計期間末の固定資産の残高は5,388億50百万円で、前連結会計年度末比で245億99百万円の増加

となりました。有形固定資産が169億32百万円の増加、無形固定資産についても、オーストラリアにおける子会社買

収に伴うのれん等の増加により133億55百万円の増加、投資その他の資産が前連結会計年度末に比べ株価が下落した

ことによる上場株式の含み益の減少等により56億88百万円の減少となっております。

〔負債の部〕

（流動負債）

 当第３四半期連結会計期間末の流動負債の残高は2,048億19百万円で、前連結会計年度末比で202億49百万円の増加

となりました。短期借入金が111億74百万円の増加となっております。

（固定負債）

 当第３四半期連結会計期間末の固定負債の残高は2,563億61百万円で、前連結会計年度末比で２億18百万円の減少

となりました。長期借入金が19億53百万円の減少となっております。

〔純資産の部〕

 利益剰余金は、147億84百万円の増加となっております。その他有価証券評価差額金は、主に当社が保有する上場

有価証券の含み益の減少により33億16百万円減少し、94億61百万円となっております。為替換算調整勘定は143億99

百万円、非支配株主持分は251億24百万円となっております。

 以上の結果、純資産の部の合計は3,481億98百万円となり、前連結会計年度末比で69億91百万円の増加となりまし

た。

 なお、自己資本比率は39.9％と前連結会計年度末に比べ0.6ポイント低くなっております。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年８月４日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 連結子会社であるTNSC (Australia) Pty Ltdは、特定子会社に該当しております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

     該当事項はありません。

 

（４）追加情報

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等を第

１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度につい

ては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 53,420 40,898 

受取手形及び売掛金 150,552 153,457 

商品及び製品 30,252 30,028 

仕掛品 8,758 16,575 

原材料及び貯蔵品 9,782 12,082 

繰延税金資産 8,387 8,107 

その他 9,470 11,654 

貸倒引当金 △2,520 △2,276 

流動資産合計 268,105 270,528 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 56,886 56,857 

機械装置及び運搬具（純額） 171,756 171,965 

土地 38,199 41,086 

リース資産（純額） 4,354 4,250 

建設仮勘定 19,773 29,112 

その他（純額） 33,871 38,502 

有形固定資産合計 324,842 341,774 

無形固定資産    

のれん 66,471 81,073 

その他 25,701 24,454 

無形固定資産合計 92,173 105,528 

投資その他の資産    

投資有価証券 75,377 67,023 

長期貸付金 1,199 3,023 

退職給付に係る資産 8,396 8,770 

繰延税金資産 2,073 2,163 

その他 10,542 10,895 

投資等評価引当金 △20 △20 

貸倒引当金 △333 △310 

投資その他の資産合計 97,235 91,547 

固定資産合計 514,251 538,850 

資産合計 782,357 809,378 

 

- 5 -

大陽日酸㈱ （4091）　平成28年３月期　第３四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 77,036 80,381 

短期借入金 65,746 76,920 

未払法人税等 7,113 4,926 

引当金 3,758 2,678 

その他 30,915 39,911 

流動負債合計 184,570 204,819 

固定負債    

社債 45,000 45,000 

長期借入金 148,904 146,951 

リース債務 4,779 6,423 

繰延税金負債 43,451 43,431 

執行役員退職慰労引当金 420 463 

役員退職慰労引当金 810 750 

退職給付に係る負債 3,824 3,734 

その他 9,387 9,606 

固定負債合計 256,579 256,361 

負債合計 441,149 461,180 

純資産の部    

株主資本    

資本金 37,344 37,344 

資本剰余金 55,955 55,497 

利益剰余金 190,957 205,740 

自己株式 △232 △240 

株主資本合計 284,025 298,342 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 12,777 9,461 

繰延ヘッジ損益 △461 △167 

為替換算調整勘定 20,067 14,399 

退職給付に係る調整累計額 835 1,036 

その他の包括利益累計額合計 33,219 24,731 

非支配株主持分 23,963 25,124 

純資産合計 341,207 348,198 

負債純資産合計 782,357 809,378 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 406,687 437,018 

売上原価 271,991 284,387 

売上総利益 134,696 152,631 

販売費及び一般管理費 108,633 121,579 

営業利益 26,062 31,051 

営業外収益    

受取利息 111 131 

受取配当金 933 1,071 

負ののれん償却額 21 － 

持分法による投資利益 1,732 1,568 

その他 1,527 1,405 

営業外収益合計 4,326 4,176 

営業外費用    

支払利息 2,607 2,836 

固定資産除却損 147 283 

その他 887 520 

営業外費用合計 3,642 3,639 

経常利益 26,747 31,587 

特別利益    

投資有価証券売却益 159 － 

段階取得に係る差益 － 1,813 

特別利益合計 159 1,813 

税金等調整前四半期純利益 26,906 33,401 

法人税、住民税及び事業税 9,648 11,209 

法人税等調整額 548 287 

法人税等合計 10,196 11,496 

四半期純利益 16,709 21,904 

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,066 1,229 

親会社株主に帰属する四半期純利益 15,642 20,675 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 16,709 21,904 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5,598 △3,281 

繰延ヘッジ損益 △437 294 

為替換算調整勘定 7,638 △5,326 

退職給付に係る調整額 436 208 

持分法適用会社に対する持分相当額 457 △791 

その他の包括利益合計 13,693 △8,895 

四半期包括利益 30,402 13,009 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 28,698 12,187 

非支配株主に係る四半期包括利益 1,704 822 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 

（注） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額  
国内ガス 

事業 

米国ガス 

事業 

アジア・ 

オセアニア 

ガス事業 

その他事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 250,698 95,310 44,417 16,261 406,687 － 406,687 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
3,567 4,923 809 480 9,780 △9,780 － 

計 254,265 100,234 45,226 16,741 416,468 △9,780 406,687 

セグメント利益 

（営業利益） 
18,152 3,554 2,318 3,137 27,162 △1,099 26,062 

   （注）セグメント利益の調整額△1,099百万円には、セグメント間取引消去50百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△1,150百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに配分していない基礎

研究費用等です。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 

（注） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額  
国内ガス 

事業 

米国ガス 

事業 

アジア・ 

オセアニア 

ガス事業 

その他事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 240,719 116,169 59,291 20,838 437,018 － 437,018 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
5,511 4,797 1,730 469 12,509 △12,509 － 

計 246,231 120,967 61,021 21,308 449,528 △12,509 437,018 

セグメント利益 

（営業利益） 
19,878 4,516 3,067 4,704 32,166 △1,115 31,051 

   （注）セグメント利益の調整額△1,115百万円には、セグメント間取引消去△82百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,032百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに配分していない基

礎研究費用等です。
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Ⅲ 報告セグメントの変更等に関する事項 

（セグメント名称の変更）

 第２四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を従来の「アジアガス事業」から「アジア・オセアニアガス

事業」へ変更しております。当該変更はセグメント名称の変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありませ

ん。なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報についても変更後の名称で記載しております。

 

（事業セグメントの利益又は損失の測定方法の変更）

 前連結会計年度の第４四半期より、報告セグメント別の経営成績をより適切に反映させるため、一部の費用の配賦

方法を各セグメントの組織変更後の実態に合った合理的な配賦基準に基づき配賦する方法に変更しております。

 なお、前第３四半期連結累計期間の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」は、変

更後の利益又は損失の測定方法により作成しております。

 この結果、前第３四半期連結累計期間のセグメント利益（営業利益）は、「国内ガス事業」で170百万円増加、

「米国ガス事業」で43百万円減少、「アジア・オセアニアガス事業」で127百万円減少しております。
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